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◆大人であることの要件
　ヘルスケアというサービス産業に従事し
ている人は幸せだと思います．その職種で
仕事をしているだけで，なんとなく人の役
に立っているような気分を味わえるからで
す．嫌味ではなく，実際に役に立っている
と思います．一方で，そのような立場を得
ることは弱みでもあります．「ありがとうご
ざいます」と言われる立場の日常によって，
「はたして，自分は本当に世界の役に立って
いるのか？」「世界は，もっと善くなってよ
いのではないか？」という問いを立てにくく
なるからです．
　本書は2部に分かれていて，前半はメイン
タイトルの通り，カンボジア医療の過去か
ら現在までの状況，さらにはカンボジアと
いう国やそこに住む人々が経験した歴史と
医療との関係について多くの資料とともに
紹介されています．このテキストが一般的
なカンボジア医療の現状紹介と異なってい
るのは，おそらくイワタ先生のなかに「自分
はなぜカンボジアに惹かれ，カンボジアを
訪れ続けるのか？」という問いがあり，その
問いに答えるために書かれたテキストだか
らでしょう．特に，カンボジアの社会と
人々が経験した歴史について，自らに言い
聞かせるようにイワタ先生の文章が進んで
いるのが印象的です．
　後半は，長年カンボジアの病院で病院長
として勤務されていた林祥史先生との対談
です．本書には「世界で役に立ちたいあなた
へ」という副題がつけられていますが，本対
談の内容はまさに世界に役立つ仕事をした

いと考えるヘルスケア従事者や学生に対す
るメッセージとなっています．
　世界がもっと幸せであるために，自分の
人生を世界とコミットさせることに意義を
感じる人は少なくありません．その手段と
して，研究開発にたずさわったり，海外で
支援活動をしたりする人もいます．それら
も素敵な方法ですが，自分なりの世界との
コミットメントの仕方を発見できることが
大切なのだと思います．そのために必要な
ことは「もっと世界は美しいはずなのに，ど
うして現状はそうでないのだ」という問いが
立っていること，さらには，その現状を変
えたいという欲求に誠実に考え，行動する
ことなのだと思います．
　RCサクセションの忌野清志郎さんが言っ
ていた「大人は楽しい．自分の人生を何に使
うか自分で決めることができる」というメッ
セージを大切に生きています．子供は今の
世界をクソだと感じ，そんなクソな世界を
変えてみたいと願います．でも，世界は変
わりません．だから，自分の人生を世界に
コミットさせることを諦めることが，すな
わち大人になることだというイメージが一
般的にはあります．そうではないと思いま
す．自分なりの努力と適性のなかで現実的
に世界とコミットし続けられる存在になる
ことが，大人であるための要件なのだと思
います．本書は，そんなことを私に再確認
させてくれました．
　あ，あと，表紙のイラストの「若者たち」
のなかに，イワタさんもまじっていたのも
印象的でした．
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